
で
のネ
クタイと
は異な
る

、
造
りや
構成。

㈱
アイネ
ック
スでは16
リー
ン」
。先
に

年
秋
冬
の
テ
ー
マを
『
ニ
でミリ
タ
リー
で

ュー
ルー
ル』
と
し
て、
英
例
え
ば
ネ
イ
ビー

㈱
ア
イ
ネ
ッ
ク
ス

国
カ
ントリ
ー調
のナチ
ュ

ラ
ルな
テイ
スト
のカラー

コーデ
ィネ
イ
ト
を
メイ
ン

に提案
す
る。

△燃え
る
オ
レンジと
っ

め
た
いブ
ルー
&
グ
リ
ー

紅
葉
のオ
レ
ンジ
バ
リ

エー
シ
ョンにグ
レイを挟

ん
で芝
のグ
リー
ンと空
の

ブ
ルー、
自
然
な色
に人
工

的
な
要
素を加
え
て新しさ

を
提案。

ウ
ー
ルベー
スに
シルク

や
麻
をブ
レ
ンド
し視覚
や

触
感
の新
しさ
を表
現。

△槌
せた
カー
キ。

落
葉
や枯
葉
のよ
うな色

味
で、
質感
もウ
ー
ルベー

スに槌
せ
た感
じ
で。

類
似
色
の配
色
と
共
に

パー
プ
ルブ
ルー、
グリ
ー

ン味
のグ
レイ
で洗
練度
を

増
しミリ
タ
リー
ではな
い

カー
キ
の提案
。

こ
の他
、
「冷
た
く光
る

グ
レー」、「モダ
ンツイー

ド(紺ブ
ルー
系)」
、
「深

み
のあ
る赤
と
・・」
などを

ン
×グ
レイと
い
った配色

でテー
マ提案
に多
いジ
ャ

ケ
ット
対
応
と
は
違
う
、

スー
ツ
への
エレガ
ンスを

提
案
し
て
いく。

フ
ァ
ッシ
ョンメーカー

と
し
て、
こう
した
『か
っ

こ
い
い
コーデ
ィネ
イト
タ

イ』
を創
り続
け
て
いる
ア

イ
ネ
ック
スだ
が
、
今
回

『キー
アイ
テ
ムと
して
の

ネ
クタ
イ
』
と
し
て
ニュー

リ
ータ
イを新
発売。

スー
ツでも
カジ
ュア
ル

のよう
に単
品
ゴーデ
ィネ

イ
トす
る若
い世代
へ向
け

たネ
クタ
イ
で、
シルク
の

ナ
ロー
スタ
イ
ルが中心。

一見、無
地
に見えるが

凝
った
組織
・ミ
ック
スカ

ラー
の無
地
5配色
、写真

上
段
のような紺
の『柄
物

ネ
クタ
イ』。

或
いは写真
下段
のよ
う

に、例
えば
紺とブ
ルー
、

紺
とオ
レ
ンジ
な
ど、
2色

の
無
地
タ
イ
と
、

ピ
ッチ
の大
きな
ラ

4本
で構成
さ
れた

セ
ット
など、
今
ま

『同
じ
スー
ツ
でネクタ

イ
を替
え
る
のではなく
、

同じネ
ク
タイ
に違
う
スー

ツを着
る』
よ
うな感覚
と

でも
いえ
る。

こ
の他、
フラ
ン
スのポ

ケ
ット
チ
ー
フ
「シ
モノ
・

ゴダ
ー
ル」
、
イタ
リア
の

サ
スペ
ンダ
ー
「プ
レテ
ッ

レ&プ
レイ
シーズ
」も新

発売
す
る。　

　
　
　

妙
に

動
燃

　
　

テ
ィブ㈱
では16年
秋冬
よ

り、
×
マスなど
のギ
フト

を
メイ
ンに展開
す
る
『プ

ラ
イ
ベー
トタ
イ(仮称)』

を
発売す
る。

カ
ラ
ー
は
紺
・白
・ブ

プ
ラ
ス
・エ
ン
ジ

のト
リ
コ
ロー
ル感

柄
は
スト
と
ド
ットを主

に無
地と
チ
ェックと色
柄

は
スタ
ンダー
ド
だが、
ス

リ
ムタイ
を中
心
と
して、

リ
バー
シブ
ルタ
イ/剣
先

部
の色
変
えや
、
大剣サ
イ

ド
の柄変
え、斜
め剣先
の

シ
ョート
タイ、
スク
エア

剣先
のチ
ェンジ
タ
イな
ど

縫製
加
工で遊
んだ
も
の。

制服的
な
カジ
ュアルタ

イ
は、
男女
を問
わず
に使

う
ことが出
来
るも
のと
い

え
る
(写真
上
段参
照)。

主
力
の
コー
デ
ィネイ
ト

型
であ
る
フ
ェア
フ
ァク
ス

で
は
「グ
レー
×グ
レー
」

が
テー
マ。

紺
のスー
ツが売れ筋
で

ネ
クタ
イも
ネ
イ
ヒー系が

続
く
中
で、
敢
え
てクレー

の
スー
ツ
にグ
レー
のタ
イ

柄
の提案
が
あ
る。

英
国
バー
ナーズ
社
の生

地
を中
心
に
イ
タリ
アと
日

本
の生
地
で構成。

リー
ン」
。先
にも
カー
キ

でミリ
タ
リー
ではな
い
・

「
J
プ
レ
ス」
と「
ジ
ョ
セ
フ・
オ
ム
」

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
ア
タ
イ
ア

3
つ
の
新
ブ
ラ
ン
ド
・
㈱
栄
光
堂

㈱
栄
光
堂
では16年秋冬
よ
り新
た
に
3ブ
ラ
ンドを

発
売
す
る。

一つは
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

『アタ
イ
ア』で、
6/
7
・

5
皿巾
で
モノト
ー
ン中
心

の
モー
ド
系ネ
ク
タ
イ、
9

0
00円
~
1万円。

二
つはオ
ンワー
ド樫
山

がウ
エアを展開
す
るブ
ラ

ンド
のラ
イ
セ
ン
スで、『J

プ
レ
ス』
と
ヨソ
ョセフ

オ
ム』
。

Jプ
レ
スでは
・柄10配

色
のレ
ップ
地
レジ
メンタ

ルな
ど、
ピ
ュアな
工型
ト

ラ
ッド
を
展
開
す
る
と
共

に、
シ
ンプ
ルな
ストライ

プ
柄
を
中
心
に
メ
ラ
ン
ジ

ュ、杵
蚕糸
、
ヤ
スラ経な

どを使
い地合
や表
現に変

化
のあ
るジ
ャカ
ードや、

スパ
ン
シ
ル
ク
の
ペ
イ
ズ

リープ
リ
ントな
ど、
コン

テ
ンポ
ラ
リ
ーな
コレク
シ

ヨンもあ
る(写真
参照)。

8
・5
鯛中
で
9
0
00円

~
1万
20
00円。

同
じト
ラ
ッド系プラ
ン

ド
の
ニ
ュー
ヨー
カーは
8

伽中
・8
50
0円
の価格

設定
と、
ハウ
スチ
ェック



堀越
ネ
ク
タ
イ㈱
では16

年秋冬
に向
け
て
『ペイ
ズ

リー
と素
材
(表
面感)
』

を提案
す
る。

同社
の展
示会
ではピ
ッ

テ
イウ
オ
モのカ
ラーを
中

心
にした
ト
レ
ンド
レポ
ー

ト
から始
ま
り、
今
回で
い

えば
ハンガ
ー
什
器
で3ピ

ン毎
のカ
ラー
別
展開提案

ま
で、
フ
ァッシ
ョンから

実践
ま
で幅
広
く
提案や
発

信があ
る
のが
特
徴。

更
に、
そ
の提案
が
『見

てわか
る』
わ
か
り易さ
で

行
われ
て
いる事
が特筆
さ

れ
る。
主
力
の販路が
『販

売員
の
いな
い/
接客
しな

い』
量
販店
であ
る事が
背

景
にあ
ると
は
いえ
、簡
単

に
・わ
か
り易
くす
る事
は

意
外
に難
し
いも
の。

物
を
わ
か
り
や
す
く

イ
ズ
リ
ー
と
素
材
‐

イ
ズ
リ
ー
と
素
材

◇

◇

△ペ
イ
ズ
リ
ー
は、黒

紺
・パー
プ
ル
・グ
レイ
の

ダ
ー
ク
カラー
で、
無地感

覚
を中
心
に構成。

チ
ャネ
ルを
問
わず、今

のネ
ク
タ
イ
の
売
れ
筋
は

『無地
調』
であ
るが、無

地
は
「価
値
観
」
が付け
に

4̂頁
よ
り続
くv

き
繍

　
　
　

　
　

『
西
陣
』
で
固
め
る

日
本
の
技
術
と
伝
統
と
感
性

モノトー
ン調
に
パープ

ぇ

ルが
エレガ
ン
ス味
を
加

え
、
ペ
イズ
リー
の柄が
重

厚
な
クラ
シ
ック味
を出
し

西陣ネ
クタイ㈱
では、

て
いる。

西陣織
工業
組合
が
所有
す

△素材(表
面感)はウー
る
『西陣
結
』ブ
ラ
ンドを

ルが
ら
みが中
心。

①
シ
ルクウ
↑
ルでは光

沢あ
る朱
子
の
シルク部
と
ウー
ル
の
マット
でウ
オー

杢
糸
使
い
のミ
ック
ス
マッ
ム感あ
る素
材感
プ
ラス
・

ト、
そ
し
てウ
ー
ルト
ップ
デ
ニム
・ブ
ルー
(インデ

のラ
フ間を
3段
の
スト
ラ
イゴから
ウ
オ
ッシ
ュアウ

イプ
に
した
も
の。

トま
で)
の色
味
で提案
。

ウ
ー
ルト
ップ
のラ
フ間

ウー
ル素
材
にあ
りがち

を
ベ
ー
スに
し
て、
シルク
な結
び
にくさ
は無
く、軽

のライ
ンチ
ェックを乗
せ
く
締
め
や
す
い仕
上
が
り

た
も
の、
更
に
カジ
ュア
ル
(写真
中
段)。

味
の強
いネ
ップ
使
い
を

③ネ
ップ・リ
ング・ト
ッ

ヘー
スシ
ルク
の光
沢ド
ッ
プ
杢
な
ど。

ト
と
、光
沢
感
と
素材
の表

ここ
でも朱
子
シ
ルクと

情
感
を
様
々
に
使
い分
け
の光
沢対
比
でゴ
ージ
ャ
ス

た。

感
あ
るジ
ャケ
ット
タイ
に

②
ウ
ー
ル
1
0
0%
ー
な
って
いる(写真
下段)。

」
柄
を
モ
ノトー
ン主体

構成
し、
カジ
ュア
ル感

る大
人
の
モー
ド
タイと

「
ゴ
ム
サ
メ
ン
」

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
モ
ダ
ン
な
ど
再
構
築

三
松
商
事
㈱

プ
ト
であ
る
『日本
の様式

美や技
術
』
を
打
ち出す
。

そ
の象
徴
が矢耕
(や
が

す
り)や
立
涌(た
てわく)

な
ど
日本
の伝
統柄
を
モダ

ンに表
現
し
たジ
ャパ
ニー

そし
て、
西陣結
彩は、

そ
の名
前
の通
り、色彩
の

華
や
かさ、変
化、
面白
み

を訴求
す
る
コンテ
ンポ
ラ

リー
な
和
の技術
と表現。

最
大
8色を
緯糸
に使
用

し
て
いる。

尚
、
西陣結
では、白
の

フオー
マルタイ
の他十
30

万円
のプ
ラチ
ナ糸織、
10

万円
の本金糸
織
、
8万円

の手織
と
いう
価
値ネ
ク
タ

イ
も
展開。

加
え
て、
同
じ生地
で蝶

タ
イ、
ボウ
タ
イ、
西陣織

の国産
ストー
ル
(2万
3

00
0円と
2万
40o
o

円
の
2柄
)
な
ど
も用意
し

て
いる。

な
った
リ
ク
ルー
ト
に向け

て飲料
を
こぼ
し
ても大
丈

夫な
よう
に撒
水
&
アンチ

ピ
リ
ング
加
工を施
した
リ

ク
ルー
ト企
画
も発
表した

パネ
ルと
二重織
は1万

円、
こ
の他
は全
て
90
0

スモダ
ン
の10柄
(写真
上

段)
。ま

た、
B
IS
HUと
の

Wタグ
で展
開す
る
尾州製

のウ
ー
ル
(スー
ツ生地)

タ
イ
(写真
下段)。

尾
州
は「日本
のビ
エラ」

とも
呼ば
れ
る毛織
産地
で

そ
の歴史
は奈
良
時
代に始

ま
るとさ
れ
る。
マフラー

では尾州
ウー
ルを
使用
し

て
いた
が、
今
季
はネ
クタ

イ
でも
展開す
る。

更
に
二重
のビー
ム織
機

を使
い、
両
面表
(色柄
表

現さ
れ
た)
にな
る
Wフ
ェ

イ
ス
の二重織
を、
無地と

スト
ライプ
/
ド
ットと
ス

ト
ラ
イ
プ
の
シ
ル
ク
シ
ル

ク、
スト
と無
地/
チ
ェッ

クと無
地
のウ
ー
ル
シルク

で
各
々
4
柄
ず
つ発
売
す

る。こ
の
他
、
6月
か
ら
と

も
いえ
るも
の。

7
・5
伽巾/
1万~
1

万
2
0
00円。


